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ＳＤＧｓ(国連が掲げた持続可能な開発目標)を活用した協会活動の推進について 

 

地球温暖化や少子高齢化など、社会が抱える課題が多様化するなか、企業が将来にわ

たり継続し、より発展していくためには、長期的かつ幅広い視点に立って自社の将来を

考え、社会ニーズを的確にとらえながら事業を展開していくことが求められています。 

 このようなか、国内の自治体や企業では、国連が掲げた「持続可能な開発目標」である

ＳＤＧｓを活用して目標を設定し、事業を展開していく取組みが注目されています。 

 また、環境省がとりまとめた「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）活用ガイド」による

と、当協会が参加している環境マネジメントシステム「エコアクション２１」の活動は、

ＳＤＧｓが掲げる１７の目標（ゴール）との関連づけが可能で、当協会においてもＳＤ

Ｇｓに取り組んでいる状況にあるといえます。 

 一方、当協会の事業活動をより広い視点からとらえると、協会の活動は、「環境」に関

連するテーマのほか、「健康や福祉」、「住み続けられるまちづくり」など、ＳＤＧｓが

掲げる様々な社会の課題や目標ともつながっているものと考えられます。 

これらのことを踏まえ、今後、当協会として、社会的役割や企業としての価値をより

明確に意識しながら、行政・関係企業・地域との連携を深め、持続可能な組織として成長

していくために、ＳＤＧｓを活用した活動を次のとおり推進することとしますので、  

職員の皆様のご理解と積極的な取組みをお願いします。 

 

記  

 

１．対外的な活動の場における「ＳＤＧｓバッチ」の着用 

  当協会が、ＳＤＧｓを念頭においた活動を進めていることを明らかにするとともに、

職員の意識づけや積極的な行動につなげていくために、対外的な活動の場（外部組織

との会議や研修会、シンポジウム、地域や企業と連携した啓発イベント等）に参加す

る際に、可能な限りＳＤＧｓバッチを着用することとします。 

 

２．ＳＤＧｓを念頭においた事業目標の設定と事業展開による社会貢献 

  協会の活動（組織運営、検査業務、普及啓発活動、エコアクション２１など）が、 

ＳＤＧｓが掲げる目標とどのように関連しているか検証し、社会ニーズに的確に対応

した組織運営・事業展開につなげていきます。 

  ＊参考として、当協会の活動とつながりが深いと思われるＳＤＧｓを別表で整理しています。  

 

３．職員の意識改革と働きがいのある職場づくり 

  浄化槽法に基づく福岡県知事の指定検査機関としての役割を認識した上で、協会の

活動が、現在そして将来にわたる様々な社会的テーマとつながっており、その解決に

寄与していくことが大切であることを、職員一人ひとりが意識して共有することによ

り、職員の意識改革と働きがいのある職場づくりにつなげていきます。 

  



ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）の解説 

 

 

 

〇 ＳＤＧｓ（エスディージーズ）は、２０１５年９月に国連で採択された「持続可能な

社会を実現していくための目標」のことで、貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論

の自由やジェンダーなど、社会が抱える問題を解決していくための１７のゴール  

（目標）が掲げられています。 

国際社会全体が連携して、２０３０年までに、地球上の誰一人として取り残さずに、

これらの目標を達成していくため、世界各地や、日本においても、政府・自治体、企業、

ＮＰＯ組織など様々な主体が、ＳＤＧｓの実現に向けた取組みを開始しています。 

〇ＳＤＧｓのバッジに使われている虹色の１７色（カラーホイール）は、次に示す国連

が定めた１７の目標（ゴール）を意味しています。 

このバッジをつけることで、会社や業界全体でＳＤＧｓに取り組んでいることを、

対外的にアピールでき、職員一人ひとりの意識づけにもつながります。 

 

 

 

 

  



福岡県浄化槽協会の活動とつながりが深いＳＤＧｓ(例示) 
 

＊ 当協会の活動とつながりが深いＳＤＧｓ（持続可能な社会を実現していくための目標）
を、協会の５つの基本方針（平成２４年４月設定）ごとに整理してみました。 
今後も、ＳＤＧｓとの新たなつながりについて、組織内で提案して共有し、活動に生か
していくことが大切です。  

協会の活動とつながりが深いＳＤＧｓ  ＳＤＧｓを視野に入れた協会の取組み  

１．水環境保全の普及啓発 

 

〇基本理念である「麗しい水環境の創造」の実現に

向け、浄化槽の検査業務や適正な維持管理の普及

啓発に取り組み、緑深き河川の上流部から海に至

るまで、流域全体で、豊かな水環境の保全に貢献

していきます。 

 

２．地域社会との共生 

 

〇浄化槽は、福岡県内にお住まいの方々が、世代を

超えて、健康で豊かに住み続けていかれる上で、

大きな役割を果たしています。 

〇地域や関係する企業の方々、行政とのパートナー

シップを大切にしながら、地域社会との共生をめ

ざして、積極的に活動していきます。 

 

３．循環型社会に貢献する情報発信基地  

 

 

〇地域で利用した水をその場できれいにし、身近な

河川にもどす浄化槽の普及は、地域の健全な水循

環やバイオマス資源の循環促進につながります。 

〇浄化槽に関する最新の知見や情報の発信を通じ

て、循環型社会の構築に貢献していきます。 

４．社会に必要とされる人材の育成  

  

 

〇すべての職員が働きがいを感じる職場環境づくり

に取り組んでいきます。また、組織内外での研修

会や、協会活動とかかわりが深い方々とパートナ

ーシップを構築する機会を設け、コミュニケーシ

ョン能力の高い優れた人材の育成に努めます。 

〇これらを通じて、持続可能な企業経営を進め、  

豊かな水環境を次世代に引き継いでいきます。 

５．社会のニーズに応える技術の提供  

 

 

〇多様化する浄化槽の機能確保や、地球温暖化対策

につながる「省エネ型浄化槽システム」の導入支

援など、時代の変化に対応する浄化槽技術の研鑽

や調査研究の推進、新たな事業の創出に努め、  

社会ニーズに的確に応えていきます。 



 


